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アクリルゴムの加硫について(1)

アクリルゴム (ACM)は耐熱性，耐油性（特に耐潤滑油

性），耐オゾ‘ノ性が優れたゴムであり，自動車部品を中

心に広く使用されている，

アクリルゴムは，主成分であるアクリル酸エステル

と，架橋点として作用する活性な単量体との共重合体で

ある，架橋点として使用される単量体（架橋サイト）に

は，活性塩素基タイプ(2ークロルエチルビニルエーテ

ル， クロル酢酸ビニル），エボキシ基タイプ（アリルグリ

ッジルエーテル， グリッジルメタアクリレート）などが

ある，

活性塩素基タイプは架橋サイトの反応性が非常に高い

ため，加硫速度が速く，金型からの離型性が優れてい

る，加硫系としては，有機カルボソ酸アソモニウム塩

（バルノック AB), セッケソ／硫黄， トリチオシアヌル

酸(TTCA)/ノクセラー BZなどが知られている 1)2),

工ボキ、ン甚タイプは，ボリマー中に塩素を含まないた

め金属腐食性，金型汚染性が優れている，有機カルボ‘ノ

酸アンモニウム塩（バルノック AB), ジチオカルバミン

酸塩（ノクセラー PZ/ノクセラー TTFE)などで加硫す

ることができる見しかし，これらの加硫系は，加硫速

度が遅く，充分な加硫物性を得るには二次熱処理が必要

であるという問題点がある，

最近，高速加硫でかつ二次熱処理を短縮もしくは省略

できるアクリルゴム (AR-53)とそれに対応する加硫剤

〔架橋剤として機能するイソシアヌル酸(ICA), 促進剤

として働くオクタデシルトリメチル，アソモニウムプロ

マイド (OB), リクーダーの慟含をするジフェニルウレ

ア(DU)〕が開発された3)4)'

今回は，アクリルゴムとして活性塩素基タイプ(AR-

72)' エボキシ基タイプ(AR-32)及び高速加硫タイプ

(AR-53)に対する代表的な加硫系の加流性能について

紹介する，

表 1の配合に基づき，表 2に示す各種加硫剤を使用し

た場合のレオメータ加硫線曲を図 1に示す，

活性塩素基タイプ(AR-72)では TTCA/BZ, セッケ

ソ／硫黄が優れている，また，エボキツ基(AR-32)及び

高速加硫タイプ(AR-53)では ICA/OB/DU,PZ/TTFE 

等の加硫系が優れていることがわかる，

ポリマーのクイプと加硫系の効果を表いこまとめた，
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実験

1. 配合

表 1

エボキシ系系
活性塩素系エボキシ系‘（高速加硫 ） 

NipOI AR-72 100 

NipOI AR-32 100 

NipOI AR-53 100 

ステアリン酸 1 

MAFプラック 60 60 60 

加硫剤 表 2 表 2 表 2

表 2 加硫剤

1. AB(l.O) 

2. PZ(J.O) +TTFE(l.O) 

3. TTCA(l.O) +BZ(l.5) 

4. ICA (0.6) +OB (1.8) + DU (1.3) 

5. St-Na(3.0) +St-K(0.5) +硫黄(0.3)

商品名及び略称の化学名を表 3に示す．

表 3 加硫剤試料

商品名及び略称 化 学 名

バルノック AB Ammomum benzoate 

ノクセラー PZ Zinc dimethyldithiocarbamate 

ノクセラー TTFE Ferric dimethyldithiocarbamate 

TTCA Trithiocyanuric acid 

ノクセラー BZ Zinc di-n-butyldithiocarbamate 

ICA Isocyanunc acid 

OB Octadecyltnmethyl ammomum-

bromide 

DU Di phenyl urea 

St-Na Sodmm stearate 

St-K Potassium stearate 

表 4 ボリマーのクイプと加硫系

加硫；◎秀，〇優，△良， X可

加硫系
活性塩素系 エボキシ系 エボキシ系系

（）内 phr （高速加硫 ） 

AB △ △ △ 

PZ/TTFE 

゜゜ ゜TTCA/BZ ◎ X X 

ICA/OB/DU X 

゜ ゜セッケソ／硫黄 ◎ △ △ 
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2. PZ(1.0)+ TTFE(1.0) 

1.AB(l.O) 

5.St・Na(3.0)+ St・K(0.5)+硫黄(0,3)
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4. ICA(0.6)+ 08(1.8)+ DU(1.3) 

AR-53 [エポキシ系（高速加硫系）］
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図 1 レオメータ加硫曲線（モ‘ノサソト ODR-100)
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